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政
府
は
「
公
共
工
事
の
品

質
確
保
の
促
進
に
関
す
る
施

策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
た

め
の
基
本
的
な
方
針
」
（
品

確
法
基
本
方
針
）
と
「
公
共

工
事
の
入
札
及
び
契
約
の
適

正
化
を
図
る
た
め
の
措
置
に

関
す
る
指
針
」
（
適
正
化
指

下
水
道
事
業
が
整
備
中
心

か
ら
管
理
運
営
に
移
行
す
る

中
、
施
設
の
老
朽
化
や
運
営

体
制
の
脆
弱
化
な
ど
事
業
執

行
上
の
制
約
が
増
大
し
て
い

る
。
ま
た
水
・
資
源
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
活
用
に
関
す
る
技
術

針
）
を
改
定
し
、
新
た
に
発

注
者
責
務
の
拡
大
や
多
様
な

入
札
契
約
方
式
の
導
入
・
活

用
、
ダ
ン
ピ
ン
グ
対
策
の
強

化
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
。
品

確
法
基
本
方
針
で
は
受
注
者

の
責
務
に
関
す
る
事
項
を
追

加
し
、
技
能
労
働
者
の
適
切

革
新
や
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
な

ど
の
事
業
手
法
の
多
様
化
、

な
賃
金
水
準
の
確
保
や
労
働

環
境
の
改
善
な
ど
を
周
知
徹

底
し
て
い
く
。

品
確
法
基
本
方
針
は
発
注

関
係
事
務
に
加
え
、
公
共
工

事
の
品
質
・
担
い
手
の
確
保

へ
取
り
組
む
べ
き
施
策
を
広

く
規
定
。
国
・
地
方
公
共
団

水
関
連
法
制
度
の
整
備
な
ど

厚
生
労
働
省
の
労
働
政
策

審
議
会
（
会
長
・
樋
口
義
雄

慶
応
大
学
商
学
部
教
授
）
は

十
月
七
日
、
職
業
生
活
に
お

け
る
女
性
の
活
躍
の
推
進
に

関
す
る
法
案
要
綱
に
つ
い
て

塩
崎
恭
久
厚
労
相
に
答
申
し

体
な
ど
に
は
同
方
針
に
従
っ

て
取
り
組
み
を
進
め
る
努
力

義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
。

品
確
法
の
改
正
を
受
け
て

基
本
方
針
に
は
発
注
者
の
責

務
と
し
て
歩
切
り
の
禁
止
や

見
積
り
の
活
用
な
ど
適
正
な

予
定
価
格
の
設
定
、
低
入
札

が
急
速
に
進
行
し
て
い
る
。

同
小
委
は
こ
う
し
た
状
況

を
踏
ま
え
、
国
交
省
の
諮
問

を
受
け
て
前
月
か
ら
新
時
代

た
。
三
百
一
人
以
上
の
企
業

に
女
性
活
躍
の
達
成
目
標
な

ど
を
盛
り
込
ん
だ
一
般
事
業

主
行
動
計
画
の
策
定
を
義
務

づ
け
る
と
と
も
に
、
三
百
人

以
下
の
企
業
に
努
力
義
務
を

課
す
。
こ
れ
を
受
け
て
厚
労

価
格
調
査
基
準
ま
た
は
最
低

制
限
価
格
の
適
切
な
設
定
に

よ
る
ダ
ン
ピ
ン
グ
受
注
の
防

止
、
計
画
的
な
発
注
、
適
切

な
工
期
設
定
・
設
計
変
更
な

ど
を
追
加
。
ま
た
技
術
提
案

・
交
渉
方
式
、
段
階
的
選
抜

方
式
、
地
域
に
お
け
る
維
持

管
理
な
ど
多
様
な
入
札
契
約

方
式
を
導
入
す
る
。

受
注
者
の
責
務
で
は
技
能

労
働
者
の
適
切
な
賃
金
水
準

の
確
保
や
社
会
保
険
の
加
入

徹
底
な
ど
を
求
め
て
い
く
。

の
下
水
道
政
策
に
つ
い
て
検

討
を
開
始
。
管
理
体
制

（
人
）
・
施
設
管
理
（
モ

ノ
）
・
経
営
管
理
（
カ
ネ
）

の
一
体
的
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

確
立
を
め
ざ
す
。

当
日
は
花
木
委
員
長
が
冒

頭
あ
い
さ
つ
に
立
ち
「
新
下

水
道
ビ
ジ
ョ
ン
で
示
さ
れ
た

考
え
方
を
具
体
的
な
も
の
に

し
て
い
く
こ
と
が
わ
れ
わ
れ

の
重
要
な
役
目
だ
。
皆
さ
ま

の
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
を
賜

り
た
い
」
と
述
べ
、
活
発
な

審
議
を
促
し
た
。

今
回
ま
と
め
た
骨
子
素
案

は
①
下
水
道
事
業
の
現
状
②

下
水
道
事
業
を
取
り
巻
く
社

会
経
済
情
勢
の
変
化
③
下
水

道
事
業
の
将
来
に
向
け
た
課

省
は
臨
時
国
会
へ
の
法
案
提

出
の
準
備
を
進
め
て
い
く
。

答
申
に
よ
る
と
、
三
百
一

人
以
上
の
企
業
は
行
動
計
画

を
策
定
し
、
厚
労
相
に
届
け

出
る
。
計
画
に
は
計
画
期

間
、
達
成
目
標
、
取
り
組
み

の
具
体
的
内
容
、
実
施
時
期

な
ど
を
明
記
す
る
。

策
定
し
た
行
動
計
画
は
労

働
者
に
周
知
・
公
表
す
る
。

こ
れ
に
伴
い
教
育
訓
練
の
充

実
・
強
化
、
キ
ャ
リ
ア
教
育

・
職
業
教
育
、
女
性
が
働
き

や
す
い
現
場
環
境
の
整
備
な

ど
を
促
進
す
る
。

国
の
施
策
で
は
公
共
事
業

労
務
費
調
査
の
適
切
な
実
施

と
実
勢
を
反
映
し
た
公
共
工

事
設
計
労
務
単
価
の
設
定
、

適
正
な
予
定
価
格
に
向
け
た

積
算
基
準
の
検
討
、
調
査
・

設
計
の
品
質
を
確
保
す
る
資

格
制
度
の
確
立
、
発
注
関
係

事
務
の
運
用
に
関
す
る
指
針

題
④
下
水
道
施
策
の
新
た
な

展
開
│
│
な
ど
で
構
成
。
こ

の
う
ち
新
た
に
取
り
組
む
べ

き
施
策
は
①
平
常
時
・
非
常

時
に
お
け
る
最
適
な
下
水
道

サ
ー
ビ
ス
の
持
続
的
提
供
②

都
市
部
に
お
け
る
浸
水
被
害

の
軽
減
③
環
境
に
や
さ
し
い

地
域
・
社
会
づ
く
り
④
民
間

企
業
の
国
内
外
に
お
け
る
事

業
展
開
│
│
の
四
項
目
に
整

理
し
た
。

具
体
的
に
は
下
水
管
路
の

維
持
・
修
繕
に
関
す
る
基
準

や
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
事

業
管
理
計
画
（
仮
称
）
、
汚

水
処
理
の
早
期
概
成
に
向
け

た
十
年
間
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
の
策
定
な
ど
を
盛
り
込

む
考
え
だ
。

厚
労
相
は
計
画
の
届
け
出
を

し
た
一
般
事
業
主
の
申
請
に

応
じ
て
女
性
活
躍
の
取
り
組

み
に
関
す
る
基
準
に
適
合
し

て
い
る
こ
と
を
認
定
す
る
。

こ
れ
に
伴
い
三
百
一
人
以

上
の
企
業
は
女
性
の
活
躍
に

関
す
る
情
報
を
定
期
的
に
公

表
す
る
。
三
百
人
以
下
の
企

業
に
は
努
力
義
務
を
設
け
る

方
針
だ
。

(

運
用
指
針)

の
策
定
と
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
・
地
方
公
共
団

体
へ
の
支
援
な
ど
を
行
う
。

一
方
、
ダ
ン
ピ
ン
グ
防
止

を
入
札
契
約
適
正
化
の
柱
と

す
る
入
契
法
の
改
正
や
改
正

品
確
法
の
内
容
を
踏
ま
え
、

適
正
化
指
針
で
は
①
ダ
ン
ピ

ン
グ
対
策
の
強
化
②
歩
切
り

の
根
絶
③
適
切
な
契
約
変
更

の
実
施
④
社
会
保
険
未
加
入

業
者
の
根
絶
⑤
談
合
防
止
策

の
強
化
│
│
な
ど
に
関
す
る

規
定
を
整
備
し
た
。
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花木委員長

社整審下水道小委で審議

社
会
資
本
整
備
審
議
会
は
十
月
十
日
、
東
京
・
霞
が
関
の
中
央
合
同
庁
舎
三
号
館
で
都
市
計
画
・
歴
史
的
風
土

分
科
会
都
市
計
画
部
会
と
河
川
分
科
会
の
第
二
回
下
水
道
小
委
員
会
（
委
員
長
・
花
木
啓
祐
東
京
大
学
大
学
院
工

学
系
研
究
科
教
授
）
を
開
き
、
新
た
な
時
代
の
下
水
道
政
策
の
あ
り
方
に
関
す
る
骨
子
素
案
を
打
ち
出
し
た
。
平

常
時
・
非
常
時
に
お
け
る
最
適
な
下
水
道
サ
ー
ビ
ス
の
持
続
的
提
供
へ
管
路
施
設
の
管
理
基
準
や
事
業
管
理
計
画

（
仮
称
）
の
検
討
を
進
め
て
い
く
。
十
一
月
を
め
ど
に
答
申
案
を
ま
と
め
る
予
定
だ
。
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